
 
 
 
 
 
 
 

 

 

⒓
ハ
レ
と
ケ
⒔
の
あ
る
遊
び
か
た
・
暮
ら
し
か
た
Ⓝ
８
Ⓞ 

 

⒗
神
を
祭
る
月 

／ 

神
無
月
⒘ 

中
津
万
象
園 

⒓

花
の
歳
時
記
⒔Ⓝ
８
Ⓞ

ツ
ワ
ブ
キ 

 

か
さ
ね
の
色
Ⓝ
８
Ⓞ
⒓
落
栗
色
⒔ 

 

物
語
の
あ
る

建
築
Ⓝ
８
Ⓞ 

⒓
公
益
財
団
法
人
認
定
記
念
！ 

 

中
津
万
象
園
Ⓝ
庭
園
編
Ⓞ
⒔ 

 

建
設
に
携
わ
る
こ
と
の
幸
せ
を
⒍
お
す
そ
わ
け
⒎ 
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⒓
中
津
万
象
園 

庭
園
編 

Ⓨ
公
益
財
団
法
人
認
定
記
念
！
Ⓨ

⒔ 

⌙
丸
亀
藩
京
極
家
と
⌏
中
津
万
象
園
と
は
？
⌚ 

 

丸
亀
藩
二
代
目
藩
主
京
極
高
豊
候
の
も
と
⌏
一
六
八

八
年
に
築
庭
を
始
め
ら
れ
た
別
荘
⍅
大
名
庭
園
⍆⌏

⌕
中
津
万
象
園
⌖⌐ 

  

丸
亀
藩
京
極
家
の
初
代
藩
主
は
⌏
来
年
の
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
⌏
⌕
江
⌖
姫
の
お
姉
さ
ん
で
あ

る
⌕
初
⌖
⍅
○注
⍆
の
孫
に
あ
た
る
⌐ 

ま
た
⌏
築
庭
を
始
め
た
二
代
目
藩
主
は
絵
画
に

堪
能
で
仁
清
焼
特
有
の
華
や
か
な
絵
付
の
完
成
に

貢
献
す
る
な
ど
非
常
に
絵
心
の
あ
る
人
物
だ
⌣
た

ら
し
い
⌐ 

⍅
○注
浅
井
長
政
と
お
市
の
娘
で
あ
る
茶
々
・
初
・
江
の
三
姉

妹
の
う
ち
⌏
初
は
真
ん
中
⌐
京
極
家
は
近
江
源
氏
の
家
柄
を

誇
り
⌏
婆
娑
羅
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
々
木
道
誉
の
時
代

に
栄
え
た
⌐
⍆ 

 

そ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
こ
の
庭
園
も
⌏
京
極
家

の
手
を
離
れ
た
後
は
⌏
民
間
の
所
有
者
を
転
々
と

す
る
⌐ 

明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
⌏
庭
園
と
し
て
⌏

ま
た
海
水
浴
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
⌏ 

 物
語
の
あ
る

建
築
Ⓝ
８
Ⓞ 

 

修
復
・
維
持
保
全
活
動 

昭
和
四
十
六
年
よ
り 

↑

厷
反
厯
浜
街
道
開
通
前
叏
上
空
厭
只
見
叀
写
真
厓 

↑

現
在
叏
中
津
万
象
園
厓 

南
海
大
地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下
⌏
度
重
な
る
台
風

高
潮
で
石
組
み
等
が
崩
れ
⌏
荒
れ
て
い
く
⌐ 

 

そ
の
現
状
を
惜
し
み
⌏
こ
の
庭
園
の
修
復
を
決

意
⌏
着
手
し
た
の
は
昭
和
四
十
五
年
の
こ
と
⌐ 

元
大
阪
芸
術
大
学
学
長
・
中
根
金
作
氏
の
指
導
を 

得
て
⌏
昭
和
五
十
七
年
に
庭
園
の
復
元
⌏
一
般
公
開

へ
こ
ぎ
つ
け
た
⌐ 

 

し
か
し
⌏維
持
管
理
に
は
莫
大
な
費
用
が
掛
か
る

こ
と
か
ら
⌏⌕
こ
の
庭
園
が
⌗
独
り
立
ち
⌘
し
な
け

れ
ば
⌏近
い
将
来
に
は
再
び
荒
廃
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
⌐次
世
代
に
継
承
す
べ
き
遺
産
と
し
て
こ

の
文
化
財
を
認
識
し
⌏
永
く
保
全
・
活
用
す
る
た
め

に
は
⌏地
域
の
カ
ル
チ
⌮
⌴
コ
ミ
⌯
ニ
テ
〈
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
機
能
せ
ね
ば
な
ら
な
い
⌖⌏
と
い
う
判

断
か
ら
⌏
園
内
に
丸
亀
美
術
館
を
併
設
⌐ 

 

そ
の
後
⌏
平
成
十
年
に
は
念
願
の
財
団
を
設
立
⌐ 

地
域
の
企
業
ま
た
個
人
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い

ご
支
援
ご
理
解
を
い
た
だ
き
つ
つ
⌏平
成
二
十
二
年

九
月
一
日
付
け
に
て
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
⌏現
在

に
至
⌣
て
い
る
⌐ 

 

 

今
回
は
⌏
そ
の
公
益
財
団
法
人
移
行
を
記
念
し

て
⌏
中
津
万
象
園
修
復
の
物
語
⍅
庭
園
編
⍆
を 

 

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
⌐ 



 
⒓
庭
は
⒍
生
き
物
⒎⒔ 

 

そ
れ
は
つ
ま
り
⒍ 

⒓
木
々
は
生
長
し
⒍
葉
を
落
と
し
⒍
草
は
生
い
茂
る
Ⓡ
常
に
手
入
れ
を
必
要
と
す
る
⒔ 

と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
が
⒍ 

 

⒓
使
い
手
が
あ
⒡
て
こ
そ
の
⒕
庭
⒖⒎ 

だ
か
ら
⒍
時
代
と
共
に
⒍
楽
し
み
方
・
係
わ
り
方
が
変
遷
し
て
当
然
で
あ
り
⒍ 

そ
の
全
て
の
変
化
が
歴
史
と
な
る
⒔
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
⒎ 

 

そ
の
な
か
で
⒍
わ
た
し
た
ち
は
⒍⒓
大
名
庭
園
⒔
と
し
て
残
し
⒍
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
⒎ 

[在りし日の中津万象園] 
 

京極家の手を離れた後、 

転々と所有者を変えた中津万象園。 

今は「太鼓橋」の形となっている 

「邀月橋」ですが、この頃は平らな橋で 

あったことが分かります。 

明治・大正・昭和と所有者の変遷により 

その用途は変化してきましたが、 

変わらず地域の人から親しまれてきました。 

昭
和
四
〇
年
頃
埋
叢
立
叇
前
叏
中
津
海
岸
又
厓 
時
代
⎡
流
⎿
⎡
中
⍥
変
⏂
⎼
⎍
愛
⎈
⎿
⎙
⎀
⎒
中
津
万
象
園
⎡
姿 



 

 

日
本
庭
園
を
修
復
す
る
⒡
て
⒍ 

ど
う
い
う
作
業
な
ん
だ
ろ
う
？ 

石
組
み
を
池
か
ら
引
き
上
げ
る
⌏
組
み
な
お

す
⌏
茶
室
の
萱
を
葺
き
直
し
壁
を
塗
る
⌏
植
栽

を
補
充
す
る
⌏
橋
を
架
け
る
⌏
あ
ず
ま
や
を
復

元
す
る
⌏
園
路
を
整
備
す
る…

⌐
そ
れ
ら
は
す

べ
て
⌕
建
設
業
⌖
の
仕
事
で
す
⌐ 

で
す
が
⌏
肝
心
の
⌕
ど
う
い
う
ふ
う
に
復
元

す
れ
ば
い
い
の
か
？
⌖
が
⌏
分
か
ら
な
い…

⌐ 

そ
の
難
題
は
⌏
名
高
い
造
園
家
・
中
根
金
作
氏

⍅
大
阪
芸
術
大
学
元
学
長
⌐
栗
林
公
園
⌏
兼
六

園
な
ど
の
修
復
の
他
⌏
足
立
美
術
館
の
造
園
で

も
有
名
⍆
の
指
導
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
⌏
解
決
さ
れ
ま
し
た
⌐ 

た
だ
⌏
こ
れ
ら
の
修
復
作
業
は
莫
大
な
出
費

を
伴
い
ま
す
⌐
そ
ん
な
中
で
⌏
合
間
を
縫
⌣
て

長
期
に
渡
り
修
復
を
手
が
け
る
こ
と
の
で
き

る
⌏
建
設
業
を
生
業
と
す
る
私
た
ち
に
こ
の
中

津
万
象
園
を
修
復
す
る
縁
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
は
⌏
あ
る
意
味
⌏
運
命
だ
⌣
た…

と
思
⌣
て

い
ま
す
⌐ ⍅

写
真
は
修
復
途
中
の
園
内
⍆ 

大
名
庭
園
⎛
⎊
⎙
⎡
⍫中
津
万
象
園
⍬⎛
⎌
⎾
⎆
⎛
⏅
選
⏆
⎚…

 



[茶室母屋・観潮楼修復] 
 

煎茶席とも抹茶席とも言われる、 

江戸時代の茶室二亭。 

 

修復にかかわった社員にとって、 

『文化財』の建物を 

預かっている・・という意識は 

あまりなかったという。 

 

当時の社員いわく、 

「もともと人が住んでいたし、 

“建物が傷んでいるから、 

直す”という 

自然な気持ちで 

修復に取り組んでいた」。 

 

角のピンと立った、 

修復間もない茅葺き屋根の 

ラインが清潔で美しい。 
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楼
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通
⎽
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建
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点
前
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因
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⎡
文
化
⎞
触
発
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誕
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⎊
⎒…

⎛
⎵
言
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当
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⍽
殿
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⎛
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⍥
⎆
⎆
⎚

⎡
⏆
⎦
⎽
⎂
⎗
⏀
⍷
⎓
⎡
⎚
⎢
？
⎛
思
⏂
⎎
⎾
一
節
⎵
⍦ 

⎐
⏆
⎝
⎨
⍹
⎞
色
々
⎛
⍫想
像
⎡
余
地
⍿
⍵
⎾
⍬⎡
⍿
⍥
大
名
庭
園
⎡
面
白

⎈
⎡
一
⎗…

⍥
⎛
⍷
⎖
⎒
⎛
⎆
⏀
⎚
⎊
⎺
⍹
⍾
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⍫中
洲
⎡
⍽
茶
所
⍬⎛
⎊
⎙
⎡
心
臓
部
⏅
修
復
⎌
⎾ 



   

中根金作先生のご指導による、 

【中津万象園 整備設計図】。 

図面中のナンバーと、写真に振られたナンバーとが 

照応しています。 

庭
園
⏅
修
復
⎌
⎾ 

中
根
金
作
先
生
⎡
⎇
指
導
⏅
受
⎄
⎾

⎆
⎛
⍿
⎚
⎀
⎒
⍽
⍾
⎅
⎚
⍥
園
内
整
備
計

画
設
計
図
⍿
⎚
⎀
⍥
⎐
⎡
設
計
図
⎞
基
⎘

⍷
⎙
実
現
⎞
向
⎄
⎒
工
事
⏅
進
⎴
⎙
⍷

⎀
⎱
⎊
⎒
⍦ 

⌑
中
根
金
作
先
生 

略
歴
⌒ 

大
正
六
年 

静
岡
県
生
ま
れ
⌐ 

中
根
庭
園
研
究
所
開
設
⌏
元
大
阪
芸

術
大
学
学
長
⌐ 

天
竜
寺
⌏
慈
照
寺
⌏
清
水
寺
⌏
南
禅
寺
⌏

竜
安
寺
⌏
大
徳
寺
⌏
相
国
寺
⌏
平
安
神

宮
⌏
平
等
院
⌏
西
芳
寺
⌏
栗
林
公
園
⌏

兼
六
園
な
ど
文
化
財
修
復
の
設
計
監
理

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
⌐
ま
た
⌏
足

立
美
術
館
の
設
計
監
理
を
行
⌣
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
⌐ 



 

←当初完成した邀月橋。左手に園内 

で暮らしていた人の民家が見える。 

 

↑現在の邀月橋。 

左右の写真の橋は、 

同じ邀月橋。 

「でも、なんだか 

違う・・・」と思った人は、 

なかなか鋭い！ 

実は、当初の橋（左）には、 

『橋脚』がありません。 

構造的にはこれでＯＫ 

だったものの、 

「脚が無いと、おかしい」 

という指摘で、後から 

脚を付け足したそうです。 

ここに注目！ 



 縁
⎡
下
⎡
力
持
⎔

！？ 

中
津
万
象
園
⎡
⍧命
⍨⑅
木
々
⏅
預
⍾
⎾
⍥
⍫
庭

師

中
津
万
象
園 

造
園
課

⍬ 

⎡
仕
事
⎛
⎢
？ 

↓庭師小屋の前で孵し飼育した 

カモ。そろそろ園内デビュー！？ 

⌕
お
客
様
に
喜
ん
で
ほ
し
い
！
⌖ 

園
内
の
掃
除
・
手
入
れ
に
追
わ
れ
る
ハ
⌴
ド

な
毎
日
も
⌏
す
べ
て
そ
の
気
持
ち
が
あ
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
⌐
そ
ん
な
思
い
の
ひ
と

つ
と
し
て
⌏
今
年
は
カ
モ
を
育
て
ま
し
た
⌐

園
内
を
泳
ぐ
か
わ
い
い
姿
が
見
ら
れ
る
の

も
⌏
そ
ろ
そ
ろ
か
な
？ 

中津万象園の維持管理を預かる造園課の 

責任者・田口彰良（課長）。 
 

人手の足りない中、優先順位、段取りを常に考え

ながら日々の業務を行っている。 

ただ、園内業務を一番よく分かっているだけに、感

じる「もどかしさ」も人一倍。改善計画、要望等を考え

ては社長に提案・説明にいくので、「田口課長の“挑

戦状”がまた出て来たナ」と冗談交じりに社長から言

われることも。 

現在は、松・雑木に分けた年間・中期・長期の手

入れ計画を作成中。その計画書を公開し、また園内

に看板等で表示することで、当園にかかわるすべて

のひと（お客様を含め）と庭園の将来像を共有し、必

要な手入れを優先して行える体制を作っていきたい

と考えている。 

→インターネット、 

書籍等で調べ作成し

た、田口課長の「園

内手入れえんま帳」。 

木の種類ごとに 

病気、予防法、 

手入れのポイントなど

がまとめられている。 

[園内に彩りを添えるサツキ、ツツジ] 
 

万象園に咲く花と言えばサツキ、ツツジだが、 

実は数年前までは、 

ずいぶん花の数が減っていた。 

おそらく虫のせいだろう・・とは思うものの、 

なかなかその予防法が見つからず・・・。 

県の農業試験場、園芸センター、有識者、 

盆栽に詳しい近隣の人・・・と 

さまざま人に教えを請い、予防法・回数を変更。 

手間はかなり増えたけれど、ついにびっしりと 

花を咲かせるまでに回復した。 
（犯人は、花芽の中に巣くうベニモンアオリンガ） 

 

 

ここに注目！ 

造園課最年長、安藤豊（右）。 

 

定年後の再就職で万象園へ。もっとも根気のいる作業であ

る「掃除」を主に行っている。「掃除」と一言でいうものの、こ

れは重要な仕事。落ち葉、雑草、ゴミなどの有無など、い

わゆる『見た目』が、お客様の印象をリアルに左右するから

だ。手入れが行き届いている・・・という印象を支える掃除

の段取りを呑み込んだ安藤さんがいるおかげで、他のメン

バーは園内の剪定作業をスムーズに行える。それだけに、

「私やって、いつまででもここでおられんからなぁ。年取って

くるし・・・。」と後継者を心配している。 

造園課最年少、堀口剛宏（左）。 

 

「手入れが難しい木ってある？」の質問には、「記念写真

撮影のコーナーの後ろの松の木が苦手。」と即答。曰くは

「体調が悪いとか弱いとかでなく、性格の悪い木、ってあ

る。」らしい。 

「なぜ庭師に？」と聞くと、「内勤の仕事をしていたので、転

職の際には外で働く仕事と決めていた」という飄々とした答

えを言うが、早朝 4 時からの予防、高所での剪定など厳し

い業務をニコニコとこなしている。 

造園課、渡邉武司。 

 

他社でのサラリーマン経験を 

経た後、庭師を志して専門学校 

へ入学、中津万象園へ。無口な 

第一印象だが、いったん話し 

始めると、しっかりと自分の思う 

こと、意見を述べる。 

剪定がし易くて楽なのは、雁の島。 

あまり芽が伸びないため、気を使わずに形になるからだと

言う。剪定の仕方次第で木の形が決まってしまうことをよく

分かっているからこその、慎重な感想だ。プライベートでは

剣道の腕前を活かし、全国大会に出たり、地域の子供たち

を教えたり・・・と活躍している。 

⎐
⎊
⎙
⍥
現
在
⎞
至
⎾
維
持
保
全
活
動
⎡
⎝
⍾
⎚…

 



―
庭
叏
手
入
れ
叄
叇
言
叄
叇
口
厒
厦
叭
厦
叭
厤
召

叉
思
厨
厳
れ
及
厒
叀
叉
厪
发
木
一
本
一
本
又
好

厯
嫌
厦
叄
叇
厤
叄
叀
叫
厹
叟
去
？ 

⍅
田
口
⍆
私
は
特
に
な
い
け
ど
⌐
た
だ
⌏
人
の

目
に
つ
く
と
こ
ろ
は
⌏
や
⌣
ぱ
り
気
は
使
う
⌐

同
業
者
同
士
の
プ
ラ
イ
ド
も
あ
る
し
⌏
こ
こ
の

責
任
者
と
し
て
誇
り
も
あ
る
⌐
そ
れ
に
手
入
れ

は
⌏
木
の
寿
命
が
続
く
限
り
代
々
引
き
継
が
れ

て
い
く
も
の
⌐
後
世
の
人
か
ら
⌏⌕
あ
い
つ
の
頃

に…

⌖
と
は
言
わ
れ
た
く
な
い
！
⍅
笑
⍆ 

⍅
堀
口
⍆
僕
は
⌏
写
真
撮
影
の
後
ろ
の
木
！
調

子
が
悪
い…

と
い
う
か
⌏
性
格
が
悪
い
？！ 

(

田
口)

そ
う
い
う
木
は
⌏
誰
が
摘
ん
で
も
お
か

し
く
な
る
⌐⍅
笑
⍆ 

⍅
堀
口
⍆あ
と
⌏陶
器
館
の
前
と
か
の
高
い
木
⌐

正
直
に
怖
い
⌐
登
れ
な
い
で
す
よ
⌐ 

⍅
渡
邉
⍆
僕
も
怖
い
⌐⌕
い
つ
ま
で
し
よ
る
ん
や

⌴
！
⌖
と
課
長
に
か
ら
か
わ
れ
る
け
ど
⌏
六
⍐

七
尺
以
上
の
木
⌏
つ
ま
り
脚
立
じ
⌤
無
理
な
木

は
⌏…

疲
れ
る
！
あ
と
は
⌏
剪
定
が
遅
れ
て
大

き
く
な
り
す
ぎ
た
木
と
か
⌏
成
長
の
早
い
木
も

ど
う
い
う
ふ
う
に
摘
み
こ
め
ば
良
い
の
か
⌏
ま

だ
判
断
に
迷
う
か
ら
苦
手
⌐
そ
の
点
⌏
雁
の
島

の
木
は
成
長
が
遅
い
か
ら
悩
ま
な
い
⌐ 

⍅
安
藤
⍆
私
も
⌏
美
術
館
の
脇
と
か
の
目
に
つ

く
木
は
ま
だ
苦
手
⌐ 

(

堀
口)

日
頃
松
が
多
い
か
ら
⌏
た
ま
に
雑
木
の

手
入
れ
の
と
き
は
⌏
楽
し
い
⌐ 

―
調
子
叏
悪
厦
木
厒
性
格
叏
悪
厦
咁？
咂木
叄
叇
厒

及
台
友
口
叏
叏
厵
叉
？ 

(

田
口)

例
⍻
⎣
一
年
間
剪
定
⍿
遅
⎿
⎒
⎛
⎀
⍥

⎱
⎖
⎒
⎂
⎜
⍹
⎊
⎻
⍹
⎵
⎝
⎂
⎝
⎾
木
⎛
⍾
⍦

成
長
⍿
早
過
⎁
⎾
木
⍥
芽
⎡
強
⎈
⎞
␊
␓
⎡
⍵

⎾
木
⍥
逆
⎞
芽
⍿
出
⎝
⍷
木
⍦  ―

庭
木
叏
摘
叠

厵
叠
以
外
双
口
厒

大
名
庭
園
友

只
又
叐
叏
苦
労

叄
叇
厤
叫
叟
去

叩
収
？ 

田
口
松
⎂
⍷

虫
⎡
予
防
⎢
大

変
⍾
⎝
⍦
県
⎝

⎜
⍿
山
林
⎞
一

斉
散
布
⎌
⎾
場
合
⎢
⍥
⍵
⎾
程
度
⎀
⎗
⍷
濃
度

⎡
薬
⎚
⎵
良
⍷
⎄
⎿
⎜
⍥
⍹
⎔
⎡
場
合
⎢
⍥
⍵
⎱

⎽
濃
⎂
⎌
⎾
⎛
雑
木
⍥
特
⎞
␌
␉
⏢
⎷
⏟
⏙
␓

⍿
傷
⏆
⎚
⎊
⎱
⍹
⍦
⎐
⎿
⎞
⍥
空
⍾
⎼
行
⍹
⏂

⎄
⎋
⎶
⎝
⍷
⍾
⎼
⍥
風
向
⎀
⎷
散
布
者
⎡
⏙
⏥

⎞
⎵
左
右
⎈
⎿
⎷
⎌
⍷
⍦
一
本
⎚
⎵
枯
⎿
⎒
⎼
⍥

⍽
客
様
⎢
⍫荒
⎿
⎙
⍷
⎾
⍬⎛
感
⎋
⎙
⎊
⎱
⍹
⍦

一
本
⎵
枯
⎼
⎈
⎝
⍷
⎛
⍷
⍹
⎡
⎢
⍥
実
⎢
⎌
⎇

⎂
難
⎊
⍷
⍦
⎐
⎆
⎚
考
⍻
⎒
⎡
⍿
⍥
⍭①
濃
度
⏅

薄
⎂
⎌
⎾
⍥
②
散
布
回
数
⏅
倍
⎞
増
⎷
⎌
⍥
③

担
当
者
⏅
代
⏂
⎽
⎣
⏆
⎆
⎞
⎌
⎾
⍦
⍮⍦
⎆
⎡
方

法
⎚
今
⎢
⍥
⎷
⎖
⎙
⍷
⎾
⍦
手
間
⎢
倍
⍾
⍾
⎾
⎄

⎜…

⍦ 

あ
と
は
⌏
池
の
ヘ
ド
ロ
！
井
戸
を
掘
⌣
た
お

か
げ
で
鯉
が
死
な
な
く
な
⌣
た
⍅
水
温
の
上
昇

が
抑
え
ら
れ
る
⍆
し
⌏
水
や
り
も
で
き
る
よ
う

に
な
⌣
た
け
れ
ど
⌏
ヘ
ド
ロ
対
策
は
難
し
い
！ 

(

安
藤)

仁
尾
の
畑
に
も
お
世
話
に
な
⌣
と
る
⌐ 

⍅
田
口
⍆
あ
⌏
そ
う
そ
う
⌐
松
葉
や
雑
木
の
葉

が
い
⌣
た
い
ど
の
く
ら
い
ゴ
ミ
と
し
て
出
る
か
⌏

考
え
て
み
れ
ば
わ
か
る
と
思
う
け
ど
⌏
ほ
ん
ま

に
す
ご
い
量
⌐ 

そ
れ
を
⌏
仁
尾
の
果
樹
園
の
人
た
ち
が
下
草

が
生
え
る
の
を
防
止
す
る
の
に
使
う
か
ら…

と

引
き
取
⌣
て
く
れ
る
よ
う
に
な
⌣
た
⌐
今
で
は

地
域
全
体
の
人
が
協
力
し
て
毎
月
３
回
程
度
⌏

一
回
当
た
り
1.5
ト
ン
⍐
２
ト
ン
を
引
き
受
け

て
く
れ
る
⌐
こ
れ
は
助
か
る
！ 

                            

↓高所に慣れた庭師をも怯えさせる、松の高木。 

樹齢何百年…の迫力は、ゴツゴツとした幹にも表れます。 

↑こんな風にモコモコになってしまった松の木は、「早く摘み込んで！」と呼びかけているかのようです。一見、「緑がきれいで良いのに…」と

思ってしまいそうですが、その油断が命取りとなることも。日本庭園の手入れの難しさを感じさせます。 



―
一
万
五
千
坪
叏
庭
可
四
人
叄
叇
厒
大
変
句
叉

思
厨
厳
及…

厓 

(

田
口)

⎐
⎿
⎢
⎵
⍹
！
庭
⎢
金
⎛
手
間
⏅
⍾
⎄

⎿
⎣
⍾
⎄
⎾
⎮
⎜
⍹
⎱
⎂
⍷
⎂
⍥
⎖
⎙
俗
⎞
言
⍹

⎄
⎜
⍥
⍹
⎔
⎡
場
合
⎜
⎔
⎼
⎵
⍾
⎄
⎼
⎿
⎝
⍷
⍦

笑
⎚
⎵
⍥
⎒
⎛
⍻
⎣
␀
␗
⏌
␢
⎛
⍾
⍥
除
草
剤

⎛
⍾
⏅
駆
使
⎊
⎙
⍥
⎚
⎀
⎾
限
⎽
要
領
⎻
⎂
⎆

⎝
⎎
⎾
⎻
⍹
改
善
⏅
重
⎠
⎙
⍷
⎾
⍦
機
械
⎡
中

⎚
今
一
番
⎮
⎊
⍷
⎡
⎢
⍥
小
型
⎡
␐
␝
␆
⍦
人
力
⎡

不
足
部
分
⏅
多
少
⎚
⎵
補
⍻
⎾
⎊
⍥
重
機
⍿
⍵

⎾
⎆
⎛
⎡
␋
␔
⏭
⏲
⎢
大
⎀
⍷
⍦ 

 ―

厵
れ
厭
只
厒
何
厮
課
題
叉
感
厺
叟
去
厭
？ 

(

田
口)

今
現
在
⎢
⍥
⍫手
入
⎿
⏅
必
要
⎛
⎊
⎙
⍷

⎾
木
⍬⎛
⍥
⍫園
内
⎡
見
栄
⍻
⎡
⎒
⎴
⎞
優
先
⎌
⎬

⎀
個
所
⍬⎛
⍿
⎇
⎔
⎶
⎇
⎔
⎶
⎞
⎝
⎖
⎙
⍷
⎾
⍦ 

⎓
⎄
⎜
⍥
園
内
⎡
見
栄
⍻
⏅
優
先
⎊
⎙
⍷
⎾

⎛
⍥
⍷
⎗
⍾
⍥
生
⎀
物
⎚
⍵
⎾
木
⎢
取
⎽
返
⎊
⍿

⎗
⍾
⎝
⍷
姿
⎞
⎝
⎖
⎙
⎊
⎱
⍹
⍾
⎵
⎊
⎿
⎝
⍷
⍦

一
年
手
入
⎿
⏅
飛
⎣
⎌
⎛
⍥
⎐
⎡
分
木
⎡
芽
⎢

大
⎀
⎂
⎝
⎽
⍥
太
⎂
⎝
⎾
⍦
芯
⍿
太
⎂
⎝
⎖
⎙

⎊
⎱
⎖
⎒
芽
⎢
摘
⏆
⎚
⎵
形
⎞
⎝
⎼
⎝
⍷
⎊
⍥
葉

⏅
透
⍾
⎌
⎡
⍿
遅
⎿
⎒
枝
⎢
⍥
混
⎲
合
⎖
⎒
葉

⍿
枯
⎿
⎙
⎊
⎱
⍹
⍦ 

⎛
⎞
⍾
⎂
⍥
十
分
⎝
木
⎡
手
入
⎿
⏅
⎚
⎀
⎾

体
制
⏅
作
⎽
⎒
⍷
⍦
公
益
法
人
⎞
⎝
⎖
⎒
⎆
⎛
⏅

機
⎞
⍥
⎐
⍹
⍷
⎖
⎒
計
画
⎵
⎵
⎖
⎛
立
⎙
⎙
⍷
⎀

⎒
⍷
⎛
思
⍹
⍦  

 
 
 
 
 

会
話
⍾
⎼
抜
粋
 

 

厔
次
号
叐厜
建
物
編
厝又
去
厓
厬
楽
厹
叠
双
！
厕 

   

                   

庭園のこれから。 

今現在、庭園の長期整備計画

案について作成中です。その目

的は、庭園の将来像、手入れの

優先順位をお客様や関係者の

皆様と共有することで、「必要

な手入れ」をできる体制をつく

ること。 

つまり、大きくなりすぎた木

を小さく整えていくには、「強

剪定」という作業が必要となり

ますし、ほかに優先すべき木が

あれば、園路沿いの目立つ木で

も後回しになることもあるか

もしれない。結果、一見手入れ

不足のような様相も呈します。 

でも、それは、今後のために

必要な過程。 

そんな状況のときにも、皆様

にご心配をかけないように「こ

れは将来のこういう姿を目指

すために必要なのです」と説明

し、看板等で周知できる体制を

つくっていきたいと考えてい

ます。 

近いうちに完成予定ですの

で、その際にはぜひお目通し、

ご支援ご協力をお願いいたし

ます。 

         （真鍋） 

↓
脚
立
を
見
つ
け
た
ら
⌏
樹
の
上
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ネ
⌐ 

庭
師
が
⌏
松
の
剪
定
を
行
⌣
て
い
る
か
も
！？ 

ここに注目！ 

二
〇
〇
四
年
の
台
風
襲
来
時
の
こ
と
⌐ 

 

大
傘
松
の
向
か
い
側
⌏
竹
林
の
傍
に
あ
⌣
た
松
の

老
木
が
裂
け
て
倒
れ
⌏
大
傘
松
を
直
撃
⌐ 

写
真
の
よ
う
に
傘
松
に
突
き
刺
さ
り
⌏
美
し
い
山

型
だ
⌣
た
松
に
⌏
大
き
な
穴
が
開
き
ま
し
た
⌐ 

当
然
な
が
ら
⌏⌕
な
ぜ
⌏
こ
の
松
が
倒
れ
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
を
予
期
で
き
な
か
⌣
た
の
だ
ろ
う
⌖

と
責
任
者
で
あ
る
田
口
は
落
ち
込
み
⌏
一
時
は
周

囲
も
ず
い
ぶ
ん
心
配
を
し
ま
し
た
⌐ 

で
す
が
⌏
今
は
松
は
元
の
姿
に
近
い
ま
で
に
回
復
⌐ 

復
活
し
た
傘
松
を
⌏
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
⌐ 

↓大傘松の根。ご覧の通り一本の松です。 



 

⍯神
を
祭
る
月 

／ 

神
無
月
⍰ 

 

旧
暦
十
月
の
こ
と
を
神
無
月
と
い
い
ま
す
が
⒍

な
ぜ
そ
う
呼
ば
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？  

 

神
無
月
の
語
源
に
は
⒍
諸
説
あ
り
ま
す
が
⒍

十
月
は
神
を
祭
る
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
⒓
神
の

月
⒔
と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
⒎
こ

の
場
合
の
⒓
無
⒔
は
⒓
水
無
月
⒔
と
同
じ
く
⒓
の
⒔

を
意
味
し
ま
す
⒎ 

 

ま
た
⒍
中
世
の
俗
説
に
は
⒍
十
月
に
全
国
の

神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま
る
こ
と
で
⒍
諸
国
に

神
が
い
な
く
な
る
こ
と
か
ら
⒓
神
無
月
⒔
と
な

⒡
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
⒎
反
対
に
⒍
出
雲

国
Ⓝ
現
在
の
島
根
県
Ⓞ
で
は
⒓
神
在
月
Ⓝ
か
み

あ
り
づ
き
Ⓞ⒔
と
呼
ば
れ
⒍
出
雲
大
社
を
は
じ
め

と
す
る
幾
つ
か
の
神
社
で
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
⒎ 

 

そ
の
他
に
も
⒍
雷
の
鳴
ら
な
い
月
で
⒓
雷
無

月
Ⓝ
か
ん
な
づ
き
⒔
が
転
じ
た
と
す
る
説
や
⒍

新
穀
で
酒
を
醸
す
月
の
で
⒓
醸
成
月
Ⓝ
か
も
な

し
づ
き
Ⓞ⒔
が
転
じ
た
と
す
る
説
⒍
新
嘗
Ⓝ
に
い

な
め
Ⓞ
祭
を
迎
え
る
準
備
の
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
⒓
神
嘗
月
Ⓝ
か
ん
な
め
つ
き
Ⓞ⒔
が
転
じ
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
⒎ 

 

し
か
し
⒍
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
⒍
出

雲
大
社
に
全
国
の
神
が
集
ま
⒡
て
⒍
出
雲
以
外

に
は
神
が
い
な
く
な
⒡
て
し
ま
う
月
で
あ
る
か

ら
⒍
と
い
う
説
で
は
な
い
で
し
⒤
う
か
⒎ 

 

 

各
地
の
神
々
が
不
在
と
な
る
神
無
月
の
由
来

は
⒍
春
に
山
か
ら
降
り
て
こ
ら
れ
た
神
が
田
の

神
と
な
り
⒍
稲
の
収
穫
を
見
届
け
て
ま
た
山
に

帰
る
と
い
う
⒓
神
送
り
⒔
と
出
雲
信
仰
が
習
合

し
⒍
山
に
帰
る
は
ず
の
神
々
が
出
雲
に
向
か
う

と
い
う
伝
承
に
な
⒡
た
よ
う
で
す
⒎ 

 

◆
神
在
祭
Ⓝ
か
み
あ
り
さ
い
Ⓞ
／
出
雲
大
社
◆ 

  
諸
国
の
神
々
が
集
ま
⒡
た
出
雲
大
社
で
は
⒍

男
女
の
縁
を
結
ぶ
相
談
や
酒
造
り
⒍
農
作
の
収

穫
や
漁
労
な
ど
⒍
一
年
の
こ
と
を
話
し
合
う
⒍

神
議Ⓝ
か
む
は
か
Ⓞり
と
い
う
会
議
が
行
わ
れ
⒍

神
々
の
会
議
処
で
あ
る
上
宮
Ⓝ
か
み
の
み
や
Ⓞ

で
は
祭
り
が
と
り
行
わ
れ
ま
す
⒎
ま
た
⒍
神
々

の
宿
泊
所
と
な
る
境
内
の
十
九
社
で
も
⒍
連
日

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
⒎ 

 

出
雲
大
社
で
神
様
の
会
議
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
⒡
た
の
は
⒍
大
国
主
神
が
日
本
の
国
土
を

開
発
し
た
際
⒍
自
分
の
息
子
や
娘
を
各
地
に
配

置
し
⒍
そ
の
土
地
を
管
理
さ
せ
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
⒎各
地
に
配
置
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
⒍

年
に
一
度
十
月
に
⒍
父
親
で
あ
る
大
国
主
神
の

い
る
出
雲
の
国
に
戻
り
⒍
そ
の
年
の
出
来
事
を

報
告
し
⒍
来
年
の
予
定
を
話
し
合
⒡
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
⒎
云
わ
ば
⒍
里
帰
り
と
い
う
わ
け
で

す
ね
⒎ 

こ
の
会
議
は
⒍
旧
暦
の
十
月
十
一
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
間
⒍
出
雲
大
社
で
開
か
れ
⒍
そ
の

後
佐
太
神
社
に
移
動
し
⒍
二
十
六
日
ま
で
続
き

ま
す
⒎ 

 ◆
恵
比
寿
講 

え
び
す
こ
う
／
留
守
神
◆ 

 
 

諸
国
の
神
々
が
出
雲
地
方
に
い
る
あ
い
だ
⒍

そ
の
地
域
や
家
を
鎮
護
す
る
も
の
が
い
な
く
な

⒡
て
し
ま
⒡
て
大
丈
夫
な
の
？
と
お
思
い
の
方
⒍

ご
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
⒎⒓
留
守
神
⒔
と
呼
ば

れ
る
神
様
が
⒍
地
域
や
家
の
留
守
を
護
⒡
て
く

れ
ま
す
⒎
恵
比
寿
神
⒍
金
毘
羅
神
⒍
竈
Ⓝ
か
ま

ど
Ⓞ
神
⒍
道
祖
神
な
ど
が
留
守
神
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
⒍
中
で
も
⒍
体
が
不
自
由
な
た
め
出
雲

ま
で
行
く
の
が
困
難
⒍
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

る
恵
比
寿
神
の
名
前
は
有
名
で
す
⒎ 

 

そ
ん
な
⒍
留
守
を
護
⒡
て
く
れ
る
留
守
神
で

あ
る
恵
比
寿
様
を
祭
る
の
が
⒕
恵
比
寿
講
⒖
で

す
⒎
旧
暦
十
月
二
十
日
に
⒍
一
年
の
無
事
を
感

謝
し
⒍
五
国
豊
穣
⒍
大
漁
⒍
あ
る
い
は
商
売
繁

盛
を
願
⒡
て
行
わ
れ
ま
す
⒎
こ
の
⒕
恵
比
寿
講
⒖

で
す
が
⒍
仲
間
の
神
様
が
出
雲
へ
行
⒡
て
い
る

間
⒍
留
守
番
を
し
て
い
る
恵
比
寿
様
を
な
ぐ
さ

め
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
⒎ 

地
域
に
よ
⒡
て
⒍
日
取
り
や
内
容
に
違
い
が

あ
り
⒍
花
火
を
上
げ
て
盛
大
に
行
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
⒍
家
庭
内
で
行
う
場
合
は
⒍
恵
比

寿
様
に
新
米
の
ご
は
ん
や
サ
ン
マ
⒍煮
物
な
ど
⒍

秋
の
お
い
し
い
も
の
を
お
供
え
し
て
お
祭
り
し

ま
す
⒎ 

新
暦
十
一
月
二
十
五
日
が
旧
暦
十
月
二
十
日

に
あ
た
り
ま
す
⒎
恵
比
寿
様
に
ご
馳
走
を
お
供

え
し
た
後
⒍
家
族
で
秋
の
味
覚
を
味
わ
い
な
が

ら
⒍
一
年
の
出
来
事
を
報
告
し
合
⒡
て
み
て
は

い
か
が
で
し
⒤
う
か
⒎ 

      

⒗
秋
の
七
草
⒘ 

 

十
月
に
入
る
と
萩
の
花
が
咲
き
⒍
秋
の
七
草

が
ほ
ぼ
そ
ろ
い
ま
す
⒎
秋
の
七
草
は
⒍
食
用
の

春
の
七
草
と
異
な
り
⒍な
が
め
て
楽
し
み
ま
す
⒎

お
花
屋
さ
ん
で
も
買
え
ま
す
の
で
⒍
秋
の
訪
れ

を
実
感
し
て
み
て
下
さ
い
⒎ 

・
は
ぎ 

 
 

 
 

 
 

・
お
み
な
え
し 

・
お
ば
な 

 
 

 
 

 

・
き
き
⒤
う 

・
な
で
し
こ 

 
 

 
 

・
く
ず 

・
ふ
じ
ば
か
ま 

Ⓝ
文
・
土
岐
倫
子
Ⓞ 

⒓
ハ
レ
と
ケ
⒔
の
あ
る 

遊
び
か
た
・
暮
ら
し
か
た 

こ
の
季
節
を
暮
ら
す
⒎Ⓝ
８
Ⓞ 



 

  中
津
万
象
園 

⒓
花
の

歳
時
記
Ⓝ
８
Ⓞ
ツ
ワ
ブ
キ 

⒔ 
深
ま
り
行
く
秋
⒍
八
景
池
を
左
に
回
遊
路
を

西
へ
進
み
ま
す
と
⒍
や
が
て
池
の
中
で
最
も
小

さ
い
島
Ⓢ
雨
の
島
Ⓣ
が
手
の
届
く
よ
う
な
位
置

に
迫
⒡
て
き
ま
す
⒎
そ
の
島
に
架
か
る
切
石
橋

か
ら
西
方
を
望
ん
で
く
だ
さ
い
⒎
黒
松
の
巨
木

に
鬱
蒼
と
覆
わ
れ
た
園
内
最
大
の
島
⒍Ⓢ
晴
嵐
の

島
Ⓣ
と
共
に
⒍
そ
の
北
側
の
岸
辺
に
咲
く
黄
色

い
花
の
群
落
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
⒎

こ
の
草
花
が
ツ
ワ
ブ
キ
で
あ
り
ま
す
⒎ 

日
当
た
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
咲
く
桜
や
ツ
ツ

ジ
・
バ
ラ
・
ボ
タ
ン
・
チ
⒭
ウ
リ
⒫
プ
等
の
豪

華
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
⒍
多
く
の
花
が
姿
を
消

し
た
こ
の
時
期
⒍
寒
風
に
じ
⒡
と
耐
え
て
黄
色

い
頭
状
花
を
力
い
⒡
ぱ
い
咲
か
せ
て
い
ま
す
⒎

こ
の
ひ
た
む
き
な
生
き
方
に
大
き
な
感
動
す
ら

覚
え
ま
す
⒎ 

ツ
ワ
ブ
キ
は
本
州
の
日
本
海
側
で
は
石
川

県
⒍
太
平
洋
側
で
は
福
島
県
以
南
と
⒍
四
国
・

九
州
・
沖
縄
県
な
ど
暖
地
の
海
岸
付
近
に
分
布 

 

＜中津万象園・丸亀美術館へのアクセス＞ 

瀬戸中央道路 坂出北ＩＣより約 8.5km／約 15 分 

坂出ＩＣより約 14km／約 20 分 

高速道路善通寺ＩＣより約 5km 約 10 分 

 

し
て
お
り
⒍
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
⒍
潮
風
が
強

く
当
た
る
海
岸
の
崖
な
ど
に
し
が
み
つ
く
よ
う

に
し
て
自
生
し
て
い
る
状
態
を
良
く
見
か
け
ま

す
⒎
温
暖
な
気
候
・
潮
風
・
砂
地
こ
の
３
点
が
石

蕗
の
生
育
条
件
の
キ
⒲
ワ
⒲
ド
で
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
⒎
と
す
れ
ば
⒍
こ
の
晴
嵐
の
島
北
側
の

岸
辺
は
⒍
ツ
ワ
ブ
キ
に
と
⒡
て
は
最
適
の
生
活
環

境
で
あ
る
と
い
え
ま
し
⒤
う
⒎ 

ツ
ワ
ブ
キ
の
和
名
は
⒍
そ
の
葉
が
フ
キ
に
似
て

つ
や
つ
や
と
光
沢
が
あ
る
こ
と
か
ら
当
初
は
⒕
ツ

ヤ
ブ
キ
⒖
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
次
第
に
訛
⒡
て

⒕
ツ
ワ
ブ
キ
⒖
に
な
⒡
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
⒎

ま
た
ツ
ワ
ブ
キ
は
昔
か
ら
食
用
や
薬
用
と
し
て

人
間
生
活
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
⒎ 

 

土
蕗
ぬ
れ
て 

今
日
は 

雨
の
日 

よ
き
館 

Ⓝ
京
極
藩
丸
亀
陣
屋
跡
地
の
石
碑
に
あ
る
俳
句
⒎ 

作
者
不
詳
⒎Ⓞ 

  

【長岡 公 氏】 
昭和2 年 10 月  香川県丸亀市津森町に生まれる。 

昭和 26 年3 月  鹿児島大学鹿児島農林専門学校 

農学科卒業 

昭和 26 年4 月以降 香川県公立高等学校教員として 

主基高等学校・飯山高等学校・ 

笠田高等学校・農業経営高等学校教諭、 

高松南高等学校・飯山高等学校教頭 

昭和 63 年3 月  定年退職 香川西高等学校教頭 

現 在     公益財団法人中津万象園保勝会 理事 

※主な著書に「讃岐の名園紀行」（栗林･玉藻編／中･西讃編）。 

【発行者紹介】富士建設株式会社は、現存する五重塔５５基のうち２基を建立し、 

「建築は文化なり」を理念に掲げて、官公庁建物・各種施設等大型建築物を 

はじめ、数寄屋風住宅、デザイン住宅、リフォームまで幅広く施工している。 

また、県下において 1300 区画超の宅地開発・分譲の実績を持ち、「街づくり」に 

対する貢献には定評がある。なお、丸亀市指定名勝である「中津万象園」の修復 

維持保全活動も行っている。 
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■中津万象園・丸亀美術館／丸亀プラザホテル／味処 懐風亭 

本社：〒769-1101 
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***********御意見、御感想をお聞かせ下さい************************************* 

⒗
編
集
後
記
⒘ 

⒓⒕
耳
学
問
⒖
が
大
好
き
で
す
⒎⒔ 

…

と
い
う
と
⒍
な
ん
だ
か
と
て
も
無
精
で
い
い
加
減
に

聞
こ
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
⒍“
ど
ち
ら
を
向
い

て
も
⒍
知
ら
な
い
こ
と
⒍
知
り
た
い
こ
と
ば
か
り
！
”
な

私
の
場
合
⒍⒓
勉
強
し
た
く
と
も
何
か
ら
取
り
付
け
ば
い
い

の
か
⒍
そ
の
糸
口
さ
え
も
分
か
ら
な
い…

⒔
と
い
う
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
⒎
で
も
⒍
そ
ん
な
と
き
⒍
そ
の
分

野
を
よ
く
知
る
人
か
ら
⒍
ま
ず
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
⒍
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
⒎ 

ま
た
⒍
様
々
な
仕
事
⒍
社
会
で
活
躍
し
が
ん
ば
⒡
て
い

ら
⒡
し
⒢
る
か
た
の
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
で
⒍
こ
れ
ま

で
知
ら
な
か
⒡
た
新
し
い
世
界
が
突
然
見
え
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
⒎
そ
の
楽
し
さ
⒍
嬉
し
さ
は
言
い
尽
く
せ
ま

せ
ん
⒎ 

そ
う
い
⒡
た
⒍
い
わ
ば
⒍⒕
水
先
案
内
人
⒖
と
も
言
う
べ

き
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
知
る
こ
と
の
で
き
た
多
く
の
こ

と
⒍
巡
り
会
う
こ
と
の
で
き
た
多
く
の
チ
⒬
ン
ス
⒍
縁
に
⒍

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
⒎⒕
質
問
魔
⒖
の
私
で
す
が
⒍
ど

う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
末
長
く
お
付
き
合
い
⒍
ご
指
導
下
さ
い

ま
せ
！ 

雁の島より美松を前景として邀月橋方面を望む 

古
来
よ
り
季
節
を
感
じ
さ
せ
た
⒓
色
⒔
を
知
る
⒎ 

日
本
人
の
季
節
を
感
じ
る
心
⒍ 

美
し
い
と
感
じ
る
色
彩
感
覚
⒎ 

そ
う
い
⒡
た
も
の
の
結
晶
と
も
言
え
る
⒓
重
色
目
Ⓝ
か
さ
ね
い
ろ
め
Ⓞ⒔

は
⒍
平
安
時
代
に
生
ま
れ
⒍
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
表
現
す
る
配
色

と
し
て
併
せ
仕
立
て
の
着
物
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
⒎
現
代
で
も

し
つ
ら
え
な
ど
に
い
か
し
て
⒍
平
安
の
風
雅
を
味
わ
⒡
て
み
て
は…

⒎ 

 

か
さ
ね
の
色
Ⓝ
８
Ⓞ 

⒓
落
栗
色
⒔ 

表：蘇芳（濃）／裏：香 

着用時期は秋。 

実り熟して地面に落ちた 

毬の割れ目から覗く栗の実の色。 

色味はほぼ同じ。 


